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子
ど
も
を
対
象
と
す
る
よ
う
、
中

核
市
市
長
会
を
通
じ
、
国
へ
の
要

望
を
行
っ
て
い
る
。」 

 

根
本
市
議
は
「
す
で
に
独
自
減

免
し
て
い
る
大
府
市
は
一
般
会
計

に
子
ど
も
子
育
て
応
援
基
金
を
設

け
、
１
８
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
均

等
割
保
険
料
を
８
割
に
踏
み
切
っ

て
い
る
。
被
用
者
保
険
で
は
子
ど

も
の
人
数
が
増
え
て
も
保
険
料
は

増
え
な
い
が
、
国
保
の
子
ど
も
の

均
等
割
は
負
担
が
重
い
」
と
軽
減

の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。 

    

  

 市
の
正
規
保
育
士
の 増

員 
 

国
の
保
育
士
配
置
基
準
は
、
０

歳
児
が
１
人
の
保
育
士
に
子
ど
も

３
人
、
１
、
２
歳
児
が
１
人
の
保

育
士
に
子
ど
も
６
人
と
い
う
５
６

年
前
の
基
準
、
３
歳
児
が
２
０
人
、

４
歳
児
、
５
歳
児
が
３
０
人
と
い

う
、
７
５
年
前
か
ら
改
善
さ
れ
な

い
基
準
で
、
こ
れ
で
は
子
ど
も
の

い
の
ち
も
守
れ
な
い
と
、
愛
知
県

の
労
働
組
合
や
保
育
運
動
団
体
、

父
母
の
会
が
長
年
活
動
を
続
け
て

社
会
動
態
に
つ
い
て
は
令
和

２
年
か
ら
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
就
職
期
年
代
の
転
入

者
が
大
幅
に
減
少
し
た
が
、
令
和

５
年
は
回
復
基
調
に
あ
る
。
本
市

の
社
会
動
態
の
特
性
か
ら
、
今
後

も
見
通
し
に
く
い
状
況
に
あ
る
。 

出
生
数
の
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
と
と
も
に
、
転
入
の
大
き
な

要
因
と
な
る
産
業
の
振
興
や
移

住
・
定
住
に
つ
な
が
る
ま
ち
の
魅

力
づ
く
り
に
引
き
続
き
、
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
。」 

 

Ｑ
国
保
税
の
１
８
歳
ま

で
の
均
等
割
の
軽
減

の
考
え 

Ａ
「
本
市
独
自
で
軽
減
範
囲
を
拡

大
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
二
つ

の
課
題
が
あ
る
。
一
つ
目
は
、
令

和
１
１
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

る
国
保
税
水
準
の
県
内
統
一
に

向
け
、
県
内
で
今
後 

サ
ー
ビ
ス

水
準
の
統
一
の
議
論
が
加
速
し

て
い
く
こ
と
。
二
つ
目
は
、
現
状

、
本
市
独
自
の
激
変
緩
和
措
置
に

よ
り
、
段
階
的
に
保
険
税
率
の
引

き
上
げ
を
行
っ
て
い
る
が
、
軽
減

範
囲
を
拡
大
し
た
場
合
、
対
象
外

と
な
る
世
帯
へ
の
新
た
な
負
担

が
生
じ
る
こ
と
。
本
市
独
自
で
軽

減
範
囲
の
拡
大
を
実
施
す
る
の

で
は
な
く
、
国
の
責
任
と
負
担
に

お
い
て
、
１
８
歳
ま
で
の
全
て
の

 

政
府
は
こ
の
３
０
年
の
間
に
、
少

子
化
が
重
大
な
問
題
と
し
て
数
々

の
少
子
化
対
策
を
掲
げ
て
き
ま
し

た
が
、
少
子
化
と
の
関
係
性
の
強
い

日
本
の
労
働
政
策
に
つ
い
て
は
、
長

ら
く
、
非
正
規
雇
用
と
、
最
低
賃
金

の
抜
本
的
改
善
が
実
行
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
総
務
省
の
統
計
「
労
働
力

調
査
」
で
は
、
自
治
体
で
働
く
非
正

規
職
員
の
数
は
２
３
年
４
月
１
日

時
点
で
７
４
万
２
７
２
５
人
。
２
０

年
の
前
回
調
査
に
比
べ
６
・
９
％
、

４
万
８
２
５
２
人
の
増
加
と
総
務

省
が
発
表
し
て
い
ま
す
。 

き
た
結
果
、「
子
ど
も
た
ち
に
も
う

１
人
保
育
士
を
」
実
行
委
員
会
の

運
動
と
な
り
、
配
置
基
準
が
改
善

す
る
と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
子

ど
も
の
命
を
守
れ
な
い
国
の
基
準

は
余
裕
の
無
い
最
低
基
準
で
す
。

本
市
で
も
「
も
う
１
人
保
育
士
を
」

と
い
う
現
場
の
声
が
あ
り
ま
す
。 

 

Ｑ
市
の
正
規
保
育
士
の 増

員
は 

Ａ
「
市
の
正
規
保
育
士
に
つ
い
て

は
、
育
児
休
業
の
代
替
で
あ
る
任

期
付
採
用
職
員
を
採
用
し
配
置
す

る
こ
と
で
、
乳
児
受
入
の
拡
大
な

ど
で
不
足
す
る
現
場
力
の
確
保
に

あ
た
っ
て
き
た
。
正
規
保
育
士
の

増
員
に
つ
い
て
は
、
国
の
保
育
士

配
置
基
準
の
見
直
し
や
こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
等
の
制
度
改
正
の

動
向
も
見
据
え
な
が
ら
、
必
要
な

正
規
保
育
士
が
確
保
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
く
。」 

若
者
、
子
育
て
世
帯
へ
の

賃
貸
住
宅
借
り
上
げ
、
家

賃
支
援 

 

若
者
や
子
育
て
世
帯
の
住
居
へ

の
支
援
の
考
え
と
し
て
、
若
者
世

帯
の
転
出
を
抑
制
し
、
定
住
促
進

及
び
若
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
取
り
組
み
が
長
野
市
な
ど

各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。（
裏
へ

続
く
） 

ま
た
、
昨
年
の
人
口
動
態
統
計

同
様
、
本
市
も
第
８
次
総
合
計
画

で
掲
げ
た
２
０
３
０
年
の
将
来
人

口
推
計
を
大
幅
に
下
回
る
状
況
で

す
。
少
子
化
対
策
と
定
住
促
進
の

た
め
の
施
策
を
提
案
し
ま
し
た
。 

 

Ｑ
本
市
の
人
口
推
移
の

分
析
と
、
課
題 

Ａ
「本
市
の
人
口
は
、
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
以
降
、
微
増
で
推
移
し
、

令
和
元
年
の
４
２
万
６
千
人
を
ピ

ー
ク
に
、
減
少
。
国
立
社
会
保
障

・
人
口
問
題
研
究
所
の
令
和
５
年

推
計
で
は
、
令
和
３
２
年
に
は
約

３
７
万
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。 

人
口
動
態
の
う
ち
、
自
然
動
態
に

つ
い
て
は
、
一
貫
し
て
自
然
増
で

推
移
し
て
き
た
が
、
令
和
３
年
に

自
然
減
に
転
じ
て
い
る
。
出
生
数

は
更
に
減
少
し
、
死
亡
数
は
増
加

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
自
然
減
で
推
移
し
て
い
く
予
想

。 

https://www.kensakusystem.jp/toyota-c/cgi-bin2/GetText3.exe?26hbrjvwmal0uehisb/R051204A/69745/10/1//1/%95%DB%88%E7%8E%6D%94%7A%92%75%8A%EE%8F%80/0#hit2


拡
大
に
向
け
て
、
こ
ど
も
や
高
齢
者

な
ど
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
意
識
し
た
取

組
を
進
め
て
い
く
。 

ま
た
、
運
転
手
の
確
保
に
つ
い
て
も

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
民

間
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
お
い

で
ん
バ
ス
の
運
行
が
継
続
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。」 

 

Ｑ
バ
ス
の
運
賃
無
料
化
の 

 
 

 

考
え
、
目
的
は
。 

Ａ
「
お
い
で
ん
バ
ス
は
、
広
大
な

市
域
を
人
々
が
行
き
交
う
こ
と

で
、
魅
力
あ
る
地
域
資
源
に
触
れ

る
機
会
を
創
出
し
、
多
様
な
人
々

が
交
流
し
て
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
社
会
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
、
通
勤
・
通
学
を

始
め
、
多
く
の
方
に
御
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
。 

運
賃
の
無
料
化
は
、
こ
ど
も
や

高
齢
者
が
安
心
し
て
移
動
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。 

今
後
、
国
や
民 

間
の
交
通
事
業 

者
を
始
め
と
す 

る
関
係
者
と
の 

協
議
・
調
整
を 

踏
ま
え
、
検 

討
を
進
め
る
。」 

  

 

 

 

 

 
 

 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

Ｑ
若
者
や
子
育
て
世
帯
へ

の
経
済
的
負
担
の
軽
減

の
本
市
の
考
え
は
。 

Ａ
「
若
者
や
子
育
て
世
帯
へ
の
負
担

軽
減
策
と
し
て
、
賃
貸
住
宅
借
り
上

げ
や
家
賃
支
援
制
度
は
、
現
在
実
施

し
て
い
な
い
。
同
様
な
負
担
軽
減
策

と
し
て
、
市
営
住
宅
の
家
族
形
成
期

支
援
住
戸
は
、
結
婚
や
子
育
て
に
よ

る
家
族
を
形
成
す
る
時
期
に
あ
る

世
帯
へ
低
廉
な
家
賃
で
の
住
居
を

提
供
し
、
退
去
後
に
市
内
へ
定
住
す

る
こ
と
を
支
援
す
る
目
的
で
運
用

を
行
っ
て
い
く
。」 

 

バ
ス
無
料
化
と 

バ
ス
路
線
の
拡
充 

 

Ｑ
お
い
で
ん
バ
ス
利
用
の

推
移
と
課
題
認
識
、
利

用
拡
大
を
。 

Ａ
「
お
い
で
ん
バ
ス
の
令
和
４
年
度

の
１
日
当
た
り
利
用
者
数
は
、
約

７
，
７
０
０
人
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
令
和
元
年
度
の
約
９
，
３
０
０

人
に
比
べ
約
８
割
と
な
っ
て
い
る
。 

コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
て
、
通
学
需
要

は
回
復
し
て
き
て
い
る
が
、
通
勤
や

休
日
の
利
用
は
、
回
復
が
鈍
い
状
況

に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
更
な
る
利
用
促
進
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
利
用

Ｑ
バ
ス
無
料
化
の
実
施

時
期
は
。 

 

Ａ
「
無
料
化
の
実
施
時
期
に
つ
き

ま
し
て
も
、
今
後
、
国
や
民
間
の

交
通
事
業
者
を
始
め
と
す
る
関

係
者
と
の
協
議
・
調
整
を
踏
ま

え
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。」 

 

Ｑ
バ
ス
利
用
拡
大
に
む

け
た
路
線
の
拡
大
は
。 

 

Ａ
「
路
線
の
拡
大
や
増
便
は
、
地

域
の
状
況
や
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ

プ
調
査
な
ど
に
基
づ
く
移
動
需

要
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
な
ど

か
ら
、
そ
の
必
要
性
を
総
合
的
に

判
断
す
る
。」 

◆法律相談は弁護士が 
 ４月は第２土曜日  

午前 10 時～12 時で 
◆生活相談は随時、根本議員が応対 
◆法律相談は要予約。お申し込みは 
日本共産党西三地区委員会まで 

      電話 0564-23-2785 
◆生活相談は根本議員まで 
      電話 0565-34-4772 

根本みはる 
豊田市会議員 

貼り出しにご協力ください 
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   ４月３日（水） 
午後１時～ １時３０分 

      豊田市駅東デッキ 
      主催：豊田革新懇 
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